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教科書を活用した指導のポイント集
～平成 28 年度全国学力・学習状況調査　中学校数学編～

　平成 28 年度　全国学力・学習状況調査について  ................................................................ 1

　問題別　教科書との関連と指導のポイント

　　問題 A　主として「知識」に関する問題  .......................................................................... 2
　　問題 B　主として「活用」に関する問題  ....................................................................... 15

問題のタイトル部分（例：1　分数の乗法の計算・正の数と負の数とその計算)，及び，
概要等の表組み部分（問題番号，問題の概要，出題の趣旨の概要，学習指導要領の領域，
評価の観点，問題形式) は，国立教育政策研究所による「解説資料」からの引用です。
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平成28年度　全国学力・学習状況調査について

平成 28年 4月に，中学校第 3学年の全生徒を対象とした標記の調査が，前年度に引き続き行われまし
た。調査問題は，これまでと同様，主として「知識」に関する問題を中心とした「問題A」と，主として「活
用」に関する問題を中心とした「問題B」で構成されています。
「問題A」では，36題中「数学的な技能」を見る問題が 19題，「数量や図形などについての知識・理
解」を見る問題が 17題で，後者の総問題数に占める比率が約 47％でした。これは前回よりやや低くなっ
ていますが（前回は約 53％），「意味の理解」を求めている問題が７題あり，数学では難しいとされる知識・
理解を見る問題の出題の仕方を学ぶことができます。
領域ごとに見ますと，「数と式」領域では，身近な場面を基にした意味の理解や関係の把握を確かめる

問題（14，33）のほか，これまでの調査で正答率が低かった，数量の関係を文字で表すこと，不等
式の意味や方程式の解の意味を問う問題もありました（21，23，32）。「図形」領域では，作図の
方法や円錐の体積の意味を問うという基本的な問題がありました（41，54）。これらは，数学的な
活動を通して理解を求めていくという，日頃の授業・学習の質を問うものでした。「関数」領域では，具
体的な事象における関数関係の理解（93）や学習指導要領で強調されている表・グラフ・式を相互に
関連付けた関数の理解（91,2,4，⓾）を問う問題もありました。これらの問題の正答率が気にな
るところです。最後に，「資料の活用」領域では，具体的な事象から資料の代表値の意味や近似値の意味
を問う問題がありました（�）。　
一方，「問題B」では，これまでと同様に，問題作成の枠組みを「活用の文脈や状況」「活用される数

学科の内容（領域）」「数学的なプロセス」の 3つの視点から整理されています。
「活用の文脈や状況」では，数学が実生活や身の回りの事象で活用されたり，他教科などの学習で活用
されたり，算数・数学の世界で活用されたりすることを想定しています。この枠組みを基に作成されて
いる問題を生徒に提示することによって，数学が役に立つということを深く理解させることができるで
しょう。また，「数学的なプロセス」では，数学化すること，情報を活用すること，数学的に解釈・表現
すること，問題解決のための構想を立て実践すること，結果を評価し改善すること，他の事象との関係
を捉えること，複数の事象を統合すること，事象を多面的に見ることといった内容が示され，これらは，
数学を学ぶ意義や必要性を生徒に話す内容として参考になります。各問題がどの枠組みに入っているか
を分析した上で，生徒に考えさせる機会をつくり，「数学的活動の充実」を一層進められるようにしたい
ものです。
問題形式には「選択式」「短答式」「記述式」の 3種類がありますが，「記述式」については，「事柄・
事実の説明」（42）「方法・手順の説明」（33，62）「理由の説明」（13，22，41，51）
を求めています。学習指導要領には，数学的活動の内容として「数学的な表現を用いて，根拠を明らか
にし筋道立てて説明し伝え合う活動」が示されていますが，記述式の問題で問われているこれらの内容は，
これからの学習指導の工夫改善に生かせるものです。
本冊子は，学力調査の各問題と啓林館教科書の記述内容・方法との関連についてまとめています。こ

れをもとに，学力調査問題の出題趣旨と問題との関係や，学習指導要領の目標や内容に沿った適切な評
価方法について読み取ってください。また，教科書に沿った授業展開をすることによって，今求められ
ている学力が高められることを実感していただき，教員相互で授業展開の仕方を振り返ったり，各学校
で抱える課題を克服したりするためのきっかけとしてもご活用いただけると幸いです。

啓林館教科書編集委員会
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問題A　主として「知識」に関する問題

1　分数の乗法の計算・正の数と負の数とその計算
問題番号 問題の概要 出題の趣旨の概要 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

1 1 5@*0.6を計算する 分数と小数の乗法の計算ができる 数と計算
（小学校 6年） 技能 短答

◎教科書との関連
1小学校 6年 p.62「わり算をかけ算に」大問③で，
小数のわり算を分数のかけ算に直して計算する問
題を扱っています。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨の概要 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

1

2
-5，0，1，2.5，4の中から自然数を
全て選ぶ 自然数の意味を理解している 数と式 知・理 選択

3 -3+(-7)を計算する 正の数と負の数の加法の計算ができる 数と式 技能 短答

4
今日の水位が 1週間前の水位からどれ
だけ高くなったかを求める式を選ぶ

ある基準に対して反対の方向や性質を
もつ数量が正の数と負の数で表される
ことを理解している

数と式 知・理 選択

◎教科書との関連
2 1年 p.15-16 正の数・負の数「0より小さい数」で，いろいろな数の中から自然数を選択する問題を示してい 
ます。

3 1年 p.26 正の数・負の数「正の数・負の数の加法，減法」で，正の数と負の数の加法の計算の仕方を示してい 
ます。

4 1年 p.53 正の数・負の数 数学展望台「琵琶湖の水位」で，実生活に関わる琵琶湖の水位の差を求めることか 
ら，正負の数の計算の意味について示しています。

    正の数・負の数の意味を，身近な場面に結び付けて考察し，理解することが大切です。

▼ 啓林館わくわく算数 6 年 p.62
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▼ 1 年 p.15

▼ 1 年 p.26

▼ 1 年 p.53
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2　文字式の計算とその利用
問題番号 問題の概要 出題の趣旨の概要 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

2

1
ある数を 3でわると，商が aで余りが
2になるとき，ある数を aを用いた式
で表す

数量の関係を文字式に表すことができ
る 数と式 技能 短答

2 (2x+5y)+3(x-2y)を計算する 整式の加法と減法の計算ができる 数と式 技能 短答

3
ある数 aについて，不等式 a>5と表
せる事柄を選ぶ 不等式の意味を読み取ることができる 数と式 技能 選択

4 等式S=ahを hについて解く
具体的な場面で数量の関係を表す式を，
等式の性質を用いて，目的に応じて変
形できる

数と式 技能 短答

◎教科書との関連
1 1年 p.79 文字の式「2章の章末問題」大問❿で，(わられる数)=(わる数)*(商)+(余り)の関係があることを示
し，文字を使って等式に表す問題を扱っています。

2 2年 p.19-20 式の計算「いろいろな多項式の計算」で，かっこがある式の計算の仕方を示しています。
 また，p.167 力をつけよう「くり返し練習」大問③で，学習の定着を図っています。
3 1年 p.74-76 文字の式「大小関係を表す式」で，不等号を使って式に表したり，不等号を使った式の意味を考
察する問題を示しています。また，p.76練習問題②でも確認問題を示し，定着を図っています。
4 2年 p.28-29 式の計算「文字式の利用」で，数量の関係を等式に表し，必要に応じて等式を変形する仕方を示
しています。

 また，p.32「1章の章末問題」大問❼で，確認問題を示し，定着を図っています。

▼ 1 年 p.79 ▼ 2 年 p.19

▼ 2 年 p.28−29▼ 1 年 p.75
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◎誤答の例と指導のポイント

1 a
3 +2 … ある数を aとし，aを 3でわり，余りの 2をたしたものを式に表したものと考えられます。

    まず，ある数を具体的な数に置き換え，「被除数・除数・商・余り」の関係について，言葉や式に表す活動
を取り入れるとよいでしょう。日常の場面でも，例えば，画用紙を何人かの生徒に同じ数ずつ配るとき，余りが出
るような設定をするなど，実感をともなって理解させることが大切です。

3　方程式の解き方とその利用
問題番号 問題の概要 出題の趣旨の概要 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

3

1 一元一次方程式x+12=-2xを解く 簡単な一元一次方程式を解くことがで
きる 数と式 技能 短答

2
一元一次方程式 2x=x+3の解につい
て，正しい記述を選ぶ

一元一次方程式の解の意味を理解して
いる 数と式 知・理 選択

3

縦と横の長さの比が 5:8の長方形の看
板について，縦の長さが 45 cmのとき
の横の長さx cmを決めるための比例
式をつくる

具体的な場面における数量の関係を捉
え，比例式をつくることができる 数と式 技能 短答

◎教科書との関連
1 1年 p.87 方程式「方程式の解き方」で，移項して方程式を解く解き方を示しています。　
 また，2年MathNaviブック p.9「一次方程式の解き方」で，一次方程式の解き方を復習しています。
2 1年 p.82 方程式「方程式とその解」の例 1，問❷で，方程式の解について学習した後，p.101「3章の基本のた
しかめ」大問 1で確認問題を示し，定着を図っています。

 また，3年MathNaviブック p.12「方程式とその解」で，方程式の解について復習しています。
3 1年 p.100 方程式「比例式の利用」で，身のまわりの問題を，比例式を利用して解決する仕方を示しています。

▼ 1 年 p.87

▼ 1 年 p.82

▼ 2 年 MathNavi ブック p.9

▼ 1 年 p.100
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問題番号 問題の概要 出題の趣旨の概要 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

3 4
方程式 2x+y=x-y=3から，xとy
の値を求めるための連立方程式を完成
させる

2つの等号で結ばれている方程式が表
す関係を読み取り，2つの二元一次方
程式で表すことができる

数と式 技能 短答

◎教科書との関連
4 2年 p.44-45 連立方程式「いろいろな連立方程式」で，A=B=Cの形の方程式の解き方を示し，p.53「2章
の章末問題」大問❸，p.169力をつけよう「くり返し練習」大問⑯で，定着を図っています。

4　垂線の作図・対称移動
問題番号 問題の概要 出題の趣旨の概要 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

4
1

与えられた方法で作図された直線につ
いていえることを選ぶ

垂線の作図の方法について理解してい
る 図形 知・理 選択

2
£ABCを，直線 lを軸として対称移
動した図形をかく 対称移動した図形をかくことができる 図形 技能 短答

◎教科書との関連
1 1年 p.153 平面図形「基本の作図」で，直線上にない 1点を通る垂線の作図の仕方を示しています。
2 1年 p.146 平面図形「図形の移動」で，対称移動の性質，問❼で図をかく問題を扱っています。

◎誤答の例と指導のポイント
1  イ …  見た目の印象で判断していると思われます。
    作図の方法で得られた点や線分の特徴を，図形の性質と関連付けて捉えられるようにすることが大切です。

▼ 1 年 p.153 ▼ 1 年 p.146

▼ 2 年 p.44−45
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5　空間図形
問題番号 問題の概要 出題の趣旨の概要 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

5

1
三角柱において，与えられた辺とねじ
れの位置にある辺を書く

空間における直線と直線との位置関係
(辺と辺とがねじれの位置にあること)
を理解している

図形 知・理 短答

2
四角形をその面に垂直な方向に一定の
距離だけ平行に動かしてできる立体の
名称を書く

四角形をその面と垂直な方向に平行に
動かすと，四角柱が構成されることを
理解している

図形 知・理 短答

3
立方体の見取図を読み取り，2つの角
の大きさの関係について，正しい記述
を選ぶ

見取図に表された立方体の角の大きさ
の関係を読み取ることができる 図形 技能 選択

4
円柱の体積が 600 cm3のとき，その円
柱と底面の円が合同で高さが等しい円
錐の体積を求める

円錐の体積は，それと底面が合同で高

さが等しい円柱の体積の 3!であるこ
とを理解している

図形 知・理 短答

◎教科書との関連
1　 1年 p.177 空間図形「空間内の平面と直線」で，2直線の位置関係を分類して示し，p.197「6章の基本のたしか 
め」大問1で，確認問題を扱っています。

2　 1年 p.181 空間図形「立体のいろいろな見方」で，角柱や円柱は面を平行に動かしてできる立体とみることが
できることを示しています。

3　 1年 p.185 空間図形「立体の投影図」のみんなで話しあってみよう，p.186 数学展望台「立体の見取図・展開
図・投影図」で，見取図では線分の長さや角の大きさが正しく表現されていないことを示しています。

4　 1年 p.192 空間図形「角錐，円錐の体積」で，底面が合同で高さが等しい柱体と錐体の体積の関係を示していま 
す。

▼ 1 年 p.177

▼ 1 年 p.185

▼ 1 年 p.192

▼ 1 年 p.181

▼ 1 年 p.186
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6　平面図形の基本的な性質
問題番号 問題の概要 出題の趣旨の概要 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

6
1

平行線や角の性質を用いて¡APBの
大きさを求める

平行線や角の性質を用いて，角の大き
さを求めることができる 図形 技能 短答

2
多角形の外角の和について，正しい記
述を選ぶ

多角形の外角の和の性質を理解してい
る 図形 知・理 選択

◎教科書との関連
1　 2年 p.117 千思万考「条件を変えて角の大きさを求める」で，補助線をひいて角の大きさを求める問題を示して
います。

2 2年 p.100-101 図形の調べ方「多角形の外角の和」で，多角形の外角の和の性質について示しています。

▼ 2 年 p.100−101▼ 2 年 p.117
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7　三角形の合同条件・図形の性質を記号で表すこと・命題の逆
問題番号 問題の概要 出題の趣旨の概要 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

7

1
£ABCと £DEFが合同であるための
条件として，正しいものを選ぶ 三角形の合同条件を理解している 図形 知・理 選択

2
ひし形の対角線が垂直に交わることを，
記号を用いて表す

ひし形について対角線が垂直に交わる
ことを，記号を用いて表すことができ
る

図形 技能 短答

3
図形に成り立つ性質の逆の事柄を完成
する 命題の逆を理解している 図形 知・理 短答

◎教科書との関連
1　 2年 p.104-105 図形の調べ方「三角形の合同条件」で，三角形の合同条件を示し，p.115「4章の基本のたしか 
め」大問 2で，確認問題を扱っています。

 また，3年MathNaviブック p.21「三角形の合同条件」で，図形と相似の準備として復習問題を扱っています。
2　 1年 p.140 平面図形「垂直と平行」で，ひし形の対角線の性質を，垂直の記号を使って示す問題を扱っています。
  また，2年MathNaviブック p.16「図形の関係を記号で表すこと」で，2直線の関係を垂直や平行の記号を使っ
て表す問題を扱っています。

3　 2年 p.125-126 図形の性質と証明「逆」で，命題の逆について示しています。また，p.142「平行線と面積」で，
底辺が共通な三角形についてまとめています。

▼ 2 年 p.105

▼ 1 年 p.140

▼ 3 年 MathNavi ブック p.21

▼ 2 年 p.125

▼ 2 年 p.142
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8　証明の必要性と意味
問題番号 問題の概要 出題の趣旨の概要 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

8
証明で用いられている図が考察対象の
図形の代表であることについて，正し
い記述を選ぶ

証明の必要性と意味を理解している 図形 知・理 選択

◎教科書との関連
  2年 p.108 図形の調べ方「自分のことばで伝えよう」で，証明の必要性と意味について示しています。
 また，p.145「5章の章末問題」大問❹で，同じ条件の平行四辺形の問題を扱っています。
 さらに，p.124問❺で，条件にあう図をかいて考える問題を扱っています。

◎誤答の例と指導のポイント
イ … 証明に用いられている図が，考察対象の図の代表であることについての理解が不十分であると考えられます。
    証明の必要性と意味について理解を深められるように，生徒自ら，条件を満たす図をかき，ある図形につ
いて証明された命題は，その仮定を満たすすべての図形について例外なく成り立つことを確認する活動を取り入
れることが大切です。

▼ 2 年 p.108 ▼ 2 年 p.145

▼ 2 年 p.124



-11-

9　比例の表と式・反比例の意味とグラフ
問題番号 問題の概要 出題の趣旨の概要 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

9

1 比例の表を完成させる
比例の関係を表す表から変化や対応の
特徴を捉え，xの値に対応するyの値
を求めることができる

関数 技能 短答

2

比例y=2xについて，xの値が 1から
4まで増加したときの yの増加量を求
める

比例の式について，xの値の増加に伴
うyの増加量を求めることができる 関数 技能 短答

3 反比例を表した事象を選ぶ
具体的な事象における 2つの数量の関
係が，反比例の関係になることを理解
している

関数 知・理 選択

4 反比例のグラフから式を求める 反比例のグラフ上の点の座標から，x
とyの関係を式で表すことができる 関数 技能 短答

◎教科書との関連
1 1年 p.110-112 変化と対応「比例の式」で，比例の性質を示しています。
2 2年 p.61-63 一次関数「一次関数の値の変化」で，変化の割合について示し，xの増加量に対するyの増加量
を求める問題を扱っています。

 また，3年MathNaviブック p.17 「変化の割合」で，一次関数の変化の割合を復習しています。
3 1年 p.123 変化と対応「反比例の式」練習問題①で，yがxに反比例するものを選択する問題，また，p.132「4
章の基本のたしかめ」大問 1で，関数であるものを選択する問題を扱っています。

 さらに，3年MathNaviブック p.16 「関数とその式」で，2つの数量の間の関係が関数関係にあるかどうかを
復習しています。

4 1年 p.123 変化と対応「反比例の式」で，反比例の式の求め方を示しています。また，p.134「4章の章末問題」
大問❺，p.235 力をつけよう「まとめの問題」大問�で，確認問題を扱っています。

▼ 2 年 p.61

▼ 1 年 p.123

▼ 1 年 p.110

▼ 1 年 p.112

▼ 1 年 p.111
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⓾　一次関数の表・式・グラフ・変域
問題番号 問題の概要 出題の趣旨の概要 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

⓾

1 一次関数の表からグラフを選ぶ 一次関数のグラフの特徴について，表
と関連付けて理解している 関数 知・理 選択

2 一次関数の式から変化の割合を求める
一次関数y=ax+bについて，変化の
割合が一定で aの値に等しいことを理
解している

関数 知・理 短答

3
一次関数のグラフから，xの変域に対
応するyの変域を求める

一次関数のグラフから，xの変域に対
応するyの変域を求めることができ
る

関数 技能 短答

◎教科書との関連
1 2年 p.64-68 一次関数「一次関数のグラフ」で，一次関数のグラフの特徴とかき方を示しています。
 また，p.72「自分の考えをまとめよう」で，一次関数の表，式，グラフの相互関係をまとめる活動を設定しています。
2 2年 p.62 一次関数「一次関数の値の変化」で，一次関数の変化の割合について示し，p.63 練習問題①で，確
認問題を扱っています。

 また，3年MathNaviブック p.17「変化の割合」で，一次関数の変化の割合を復習しています。
3 2年 p.61-63 一次関数「一次関数の値の変化」で，変化の割合とxの値の増加に伴うyの値の変化について示
しています。

 また，p.187 数学広場「グラフで絵をかこう」で，変域に制限のあるグラフの問題を扱っています。

▼ 2 年 p.62▼ 2 年 p.72

▼ 2 年 p.187



-13-

�　一次関数の利用
問題番号 問題の概要 出題の趣旨の概要 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

� 一次関数の事象を式で表す 具体的な事象における一次関数の関係
を式に表すことができる 関数 技能 短答

◎教科書との関連
  2年 p.59 一次関数「一次関数」例 1で，
一次関数で表される事象について示して
います。

 また，p.60 練習問題②や p.86「3章の
基本のたしかめ」大問 1で，確認問題を
扱っています。

◎誤答の例と指導のポイント
  y=-3x … 水そうに水が 20 L入っているということから，xの値が 0のときy=20であることが読み取れなかった
と考えられます。
    水を抜き始めてからの時間と水そうの水の量の関係を捉えられるようにするため，1分ごとの水そうの水の
量を確認し，関係を表に表す活動を取り入れるとよいでしょう。その際，表から変化の割合が-3で一定であるこ
と，これが「毎分 3 Lの割合で水を抜く」ことに対応していることを確認したり，x=0のときのyの値が 20であ
ることが，「水が 20 L入っている」ことに対応していることを確認する場面を設定することが大切です。

�　最頻値の意味・近似値と誤差
問題番号 問題の概要 出題の趣旨の概要 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

�
1

読んだ本の冊数と人数の関係をまとめ
た表から，読んだ本の冊数の最頻値を
求める

資料を整理した表から最頻値を読み取
ることができる 資料の活用 知・理 短答

2
ある郵便物の重さについて，デジタル
はかりで表示された値を基に，真の値
の範囲を選ぶ

測定値が与えられた場面において，近
似値と誤差の意味を理解している 資料の活用 知・理 選択

◎教科書との関連
1 1年 p.210 資料の活用「代表値と散らばり」で，最頻値について示し，p.221「7章の基本のたしかめ」大問 2で，
確認問題を扱っています。

2 1年 p.216-217 資料の活用「近似値」例 1，問❶で，真の値の範囲を不等号を使って表す問題を扱っています。
また，p.221「7章の基本のたしかめ」大問 3で，確認問題を扱っています。

▼ 1 年 p.210 ▼ 1 年 p.216

▼ 2 年 p.59
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�　確率の意味と求め方
問題番号 問題の概要 出題の趣旨の概要 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

�
1

1枚の硬貨を投げたときの確率につい
て，正しい記述を選ぶ

「同様に確からしい」ことの意味や，
前の試行が次の試行に影響しないこと
を理解している

資料の活用 知・理 選択

2
1から 13までの数字が書かれた 13枚
のカードから 5または 11のカードを
ひく確率を求める

簡単な場合について，確率を求めるこ
とができる 資料の活用 技能 短答

◎教科書との関連
1 2年 p.154 確率「確率の求め方」で，同様に確からしいの意味について示し，p.156「みんなで話しあってみよ 
う」で，確率の意味について考える活動を取り入れています。また，p.164「6章の基本のたしかめ」大問 2で，確
認問題を扱っています。

 さらに，3年MathNaviブック p.32「確率の意味」で，標本調査の準備として復習しています。
2 2年 p.155 確率「確率の求め方」問❶で，簡単な場合の確率を求める問題を扱っています。

▼ 2 年 p.154

▼ 2 年 p.156

▼ 2 年 p.155

▼ 3 年 MathNavi ブック p.32
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問題B　主として「活用」に関する問題

1　事象の数学的な表現と解釈（ドッジボール大会）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨の概要 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

1

1
1試合の時間を 16分とするとき，1回
の休憩の時間を求める

与えられた情報から必要な情報を適切
に選択し，処理することができる 数と式 考え方 短答

2
葉月さんの提案を取り入れたとき，1
試合の時間を求めるための方程式をつ
くる

与えられた情報から必要な情報を適切
に選択し，数量の関係を数学的に表現
することができる

数と式 考え方 短答

3
1試合の時間を 10分とることができる
かについて正しい記述を選び，その理
由を式を基に説明する

適切な事柄を判断し，その事柄が成り
立つ理由を数学的な表現を用いて説明
することができる

数と式 考え方 記述

◎教科書との関連
1-3 1年 p.254-255 数学広場「ドッジボール大会を計画しよう」で，必要な情報を適切に選択し，身のまわり
の問題を解決する課題を扱っています。

◎誤答の例と指導のポイント
2 4x+4*4=60 … 試合が 4回あることから，休憩も 4回あると考えています。
    大会全体の時間が決められていることを前提に，1試合の時間を決めるために方程式を活用する場面を設
定するとよいでしょう。その際，試合数，休憩の回数と時間，応援合戦の回数と時間など，大会の計画を立てる
上で必要な条件を設定し，方程式をつくることが大切です。

 日常的な事象を数学的な解釈に基づいて観察し，問題解決のために方程式や図を利用したり，言葉で説明したり
する活動を取れ入れていきましょう。

▼ 1 年 p.254−255
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2　前提の適切な判断（前提追究）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨の概要 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

2
1

一次関数の表からx=4のときのyの
値を求める

条件を基に，表から数量の変化や対応
の特徴を捉え，xの値に対応するyの
値を求めることができる

関数 技能 短答

2

x=4のときy=9になるように，xと
yの間の関係を書き加えることについ
て，正しい記述を選び，その理由を説
明する

加えるべき条件を判断し，それが適し
ている理由を説明することができる 関数 考え方 記述

◎教科書との関連
1　2 2年 p.61-62 一次関数「一次関数の値の変化」で，xの値の変化にともなってyの値がどのように変化する
か調べています。また，1年 p.122 変化と対応「反比例の式／自分のことばで伝えよう」で，表から反比例の関 
係を選び，その理由を説明する活動を取り入れています。さらに，3年 p.90「関数 y=ax2」の練習問題③で，関
数y=ax2の関係を前提に表をうめさせる問題を扱っています。

    条件が不足した問題について考察する場面を設定し，付加する条件を判断したり，その理由を説明する活動を
取り入れていくとよいでしょう。

▼ 1 年 p.122 ▼ 3 年 p.90

▼ 2 年 p.61−62
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3　事象の数学的な解釈と問題解決の方法（電気自動車とガソリン車）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨の概要 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

3

1
A車を購入して 10年間使用するとき
の総費用を求める

与えられた情報から必要な情報を選択
し，的確に処理することができる 関数 技能 短答

2
B車の使用年数と総費用の関係を表す
グラフについて，グラフの傾きが表す
ものを選ぶ

グラフの傾きを事象に即して解釈する
ことができる 関数 考え方 選択

3
A車とB車について，式やグラフを
用いて，2つの総費用が等しくなる使
用年数を求める方法を説明する

事象を数学的に解釈し，問題解決の方
法を数学的に説明することができる 関数 考え方 記述

◎教科書との関連
1-3 2年 p.80-81 一次関数「一次関数の利用／身のまわりへひろげよう」で，いくつかの電話の通話プランを
比較して，個にあったプランを選択し，そう考えた理由を説明する場面を設けています。また，p.88「3章の章末
問題」大問❼で，水道料金についての問題を扱っています。

 さらに，3年MathNaviブック p.18-19「どちらの店で買おうかな？」で，与えられた情報を選択し，グラフか
ら読み取ったり，表を利用して処理する活動を取り入れています。

    日常的な事象について，必要な情報を選択したり，判断できるようにするため，表やグラフを事象に対応させ
て捉え，数学的に説明していく活動を取り入れていくことが大切です。

▼ 2 年 p.80−81
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▼ 3 年 MathNavi ブック p.18−19
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4　筋道を立てて証明し，条件を付加して考えること（ICT活用）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨の概要 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

4
1

2つの辺の長さが等しい事を，三角形
の合同を利用して証明する

筋道を立てて考え，証明することがで
きる 図形 考え方 記述

2
DA:DC=1:2のときの £DECがど
のような三角形になるかを説明する

付加された条件の下で，新たな事柄を
見いだし，説明することができる 図形 考え方 記述

◎教科書との関連
1 2 2年 p.112-114 図形の調べ方「証明の進め方」で，証明の考え方，書き方を示し，p.132 図形の性質と証明 
「平行四辺形の性質」で，平行四辺形の性質を示しています。 

 また，p.141「長方形，ひし形，正方形／ひろげよう」で，平行四辺形に条件を付加していくと，長方形やひし形，
正方形になることを調べています。

▼ 2 年 p.112−113

▼ 2 年 p.132 ▼ 2 年 p.141
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5　情報の適切な選択と判断（貸し出し用の靴）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨の概要 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

5
1

24.5 cmの靴を最も多く買うという考
えが適切ではない理由を，グラフの特
徴を基に説明する

資料の傾向を的確に捉え，判断の理由
を数学的な表現を用いて説明すること
ができる

資料の活用 考え方 記述

2
25.5 cmの靴が貸し出された回数の相
対度数を求める式を書く

与えられた情報から必要な情報を選択
し，数学的に表現することができる 資料の活用 技能 短答

◎教科書との関連
1　2 1年 p.206 資料の活用「度数分布」で相対度数について，p.210「代表値と散らばり」で最頻値について示し，

p.212「分布の形と代表値」で，ヒストグラムに表された分布の形と，平均値や中央値，最頻値との関係を考察し
ています。

    目的に応じて収集したデータから，傾向を読み取り，状況を把握して，問題を解決していけるような場面
を設定していくことが大切です。

▼ 1 年 p.206

▼ 1 年 p.210

▼ 1 年 p.212
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6　問題解決の方法と式変形の過程の振り返り（数当てゲーム）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨の概要 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

6

1
最初に決めた数が 5のとき，手順通り
に求めた数を書く

問題場面における考察の対象を明確に
捉えることができる

数と計算
(小学校 4年) 技能 短答

2
文字を使って手順通りに求めた数から
最初に決めた数を当てる方法を説明す
る

与えられた式を用いて，問題を解決す
る方法を数学的に説明することができ
る

数と式 考え方 記述

3
当てる方法を変えるとき，新しい数当
てゲームの手順について当てはまる言
葉を選ぶ

計算の過程を振り返って考え，数当て
ゲームの新しい手順を完成することが
できる

数と式 考え方 選択

◎教科書との関連
1-3 1年MathNaviブック p.12-13「数あてマジック」で，文字式を使って，数あてマジックのしくみを考えた
り，2年 p.33 数学展望台「誕生日をあてる」で，誕生日のあて方を文字式を使って説明していく活動を取り入れ
ています。

◎誤答の例と指導のポイント
3エ … 手順⑤の結果が 5a+10であることから，「5a+10から 10をひくと 5aになる」と捉えたと考えられます。
    問題解決の過程を振り返って考えることができるようにするため，数学的な処理の手順を目的に応じて変
える場面を設定することが大切です。

▼ 1 年 MathNavi ブック p.12−13 ▼ 2 年 p.33
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	指導のポイント集中数H28(校了).p13
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	指導のポイント集中数H28(校了).p20
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